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４月月例会で紹介された実践から 

 ４月の月例会では、２つの実践紹介がありました。 

 横浜国立大学教育学部附属横浜小学校の大高先生の実践と、横浜市立あざみ野中学校の本庄先生の実

践です。 

 大高先生の実践は、コロナ禍で見た子どもの造形活動に視点を当て、この状況の中、学校で何ができる

のかを子どもたちと共に考えていった実践でした。2020 年度の２年生の子どもたちとの活動、2021 年度

の４年生の子どもたちとの活動を紹介してくれました。 

 ２年間とも、子どもたちの思いから活動が始まり、子どもたちが考えて活動を創り上げているところ

がとても素晴らしく、印象に残りました。 

 コロナの感染拡大の影響で、自宅学習やオンラインによる家庭での学習が余儀なくされる状況が続い

たり、学校での活動がいろいろと制限されたりする中、「学校で何ができるのだろう？」「自分たちがやり

たいことを実現させるには？」と子どもたちに問いかけ、先生も「学校でなければできないことは何だろ

う」と自身に問い続けながらの活動の継続だったようです。 

 子どもたちの自由な発想、素直な考え、それらを決して否定することなく生かしていった指導。それ

が、子どもたちのやる気を引き出し、創造力を高めながら活動が創り上げられていく実践となり、とても

興味あるものでした。 

 本庄先生の実践は、「お愛(め)でたいかたち・いろ」という、ちょっと楽しそうな題材名の活動でした。 

 この活動は、張り子の技法を活用して身近に置いて親しめるものづくりをめざしたものでした。 

 この活動で素敵だなと感じたことは、まず張り子に目を付けたことです。そして、日本の伝統でもある

張り子の郷土玩具を調べ、その単純だが愛らしい形や色彩の豊かさを中学生の造形活動に生かそうと考

えたことです。さらには、生徒が表現活動を通して張り子に興味をもつことにより、日本の伝統的な技法

や日本古来の色彩などにも関心を持ち、張り子に込められた人々の願いにまで思いを馳せられることを

考えているところでした。 

 活動が始まってからは、十分な時間（１６時間かけたということ）を確保し、試行錯誤を繰り返しなが

ら自分自身の手で思いを込めてつくりあげていくことを大切にしていました。失敗から学ぶことも想定

し、自分自身の活動をする中で気づきや学び、手ごたえなどを感じていけるように、学習カードによる振

り返りがとても有効に学びを支えていました。 

 このように、とても素晴らしい実践の提案ですから、月例会に参加したメンバーだけで聞いているの

は、あまりにももったいないですね。お二人には、７月の研究大会当日にも提案していただき、十分な研

究協議の時間も設定しています。その際には、動画による子どもの活動の様子や実際の生徒作品、学習カ

ードのコピーなども紹介してもらう予定ですので、より具体的な提案になると思います。 

ぜひ、みなさん７月２３日(土)の第６６回造形教育研究大会にご参加ください。  (宮川 友二朗) 

mailto:moriage123@gmail.com
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４月月例会報告 

 ４月２３日(土)１４：００～１６：３０  ：横浜国立大学教育学部附属横浜小学校    

参加者（１７名） 

１．研修・研究会   

〇実践の紹介 ⓵    

附属横浜小学校  大高伸弘先生の実践 

 「コロナ禍で見た子どもの造形活動」の視点から２年間に渡る図画工作科の 

取り組みを紹介 

子どもたちが自分たちで活動を創り上げていく過程が印象に残った素敵な取り組み 

  〇実践の紹介 ②    

    横浜市立あざみ野中学校  本庄彩子先生の実践 

          「お愛でたいかたち・いろ」（張り子でつくる） 

     張り子という日本の伝統的な技法を取り入れた素敵な造形活動の紹介 

     16時間という長い時間をかけての活動で、生徒がこだわりをもって夢中で取り組んだ 

      

２．運営会議   

  ① 第６６回造形教育研究大会に向けての話し合い 

  ② 次回(５月月例会)予定について 

      ５月２１日(土)１４：００～１６：３０ 鎌倉女子大学幼稚部 

      〇実践提案の紹介と 〇運営会議を  予定 

 

今回初めて月例会に参加させていただき、素晴らしい実践を拝聴させていただき誠にありがとうござい

ました。現在は保育園で働いておりますが、以前小学校や中学校で子供たちと図工・美術の授業をして

いた時を思い出しとても懐かしい気持ちになりました。小学校の実践では、子供たちが自分たちにでき

ることを考え、友達との関わりを楽しみながら、想像の世界を膨らめている様子が伝わってきて、こど

もの「思い」を育むという大切さを実感しました。中学校の実践では、一人一人が自分の持つ創造の世

界を深めながら試行錯誤し、作品と向き合う様子が伝わり、私もこんな素敵な美術の授業を受けてみた

かったなあと、感じました。保育園でも、想像の世界をめいっぱい子どもたちと一緒に楽しみ、造形教

育の種を育んでいきたいと思いました。ありがとうございました。 

お二方の実践報告を拝聴しました。お二方とも共通していたのは、コロナ禍での学びをどのように保障

するのか、ということでした。コロナで？身体が固くなってる、iPad世代で立体的な見方がとれない、

など、自分の学級を振り返っても、そうだろうなと思ってしまいました。そこから、授業を組み立て、

子どもに造形活動を通して、自己を実現させていく姿が見られ、刺激になりました。 

月例会に参加した方の感想 

月例会の感想はHPの「掲示板」 

からすべてを見ることができます 
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５月月例会で紹介された実践から 

〇鎌倉市立第二中学校、岡本裕成先生の実践 

 「これからの『住む』をデザインする」という活動で、中学２年生で行った実践。先生が出会った「す

てきにへんな家」という絵本をきっかけに、この活動が生まれてきた。 

 この活動は、鑑賞から始まり、デザイン、平面表現から立体表現へと繋がっていく多様なジャンルを

融合した造形活動が構成されている。鑑賞を通して、いろいろな建築物や建築家に出会い、そこからの

興味・関心が生徒への刺激を与えて、「住む」ということをテーマに自分の生活や人生に何を求めている

のかを考えることにつなげていく。この活動を通して、子どもたちは一貫して「自分の生き方を考えて

いく」。建築や住むということの概念を広げていくおもしろさも感じられるテーマだし、中学生がそこに

どう食いついていくのかも関心があるところだ。７月の大会の提案では、この表現活動を通して、中学

生が何を考え、考え方がどう変遷して行ったのかを知ることもできると思う。楽しみな提案になりそう。 

〇川崎市立殿町小学校、中島愛子先生の実践 

 「すきまちゃんの すきな すきま」は、教科書にもある題材だが、GIGA 端末を活用したオンライン

での活動も視野に入れて考えられた、先生のオリジナル溢れた活動となっている。 

 先生が仕掛けたすきまちゃんを見つけることから活動は始まる。すきまちゃんのかわいらしさやおも

しろさももちろん子どもたちの興味を引くが、すきまという場所を通して、日常の何気ない場所、見過

ごしがちなちょっとした場所に目が行くことからも活動への関心が高まっていく。 

 子どもたちが自分ですきまちゃんをつくり、自分が見つけたすきまにすきまちゃんを置いていく活動

に入るころには、子どもたちの興味関心や意欲はピークとなり、すきまちゃんやすきまへの思い入れが

どんどん入り込んで、一人一人の物語がそこには生まれてくる。 

 大会の提案では、そんな様子を具体的な子どの姿を通して紹介してもらえると思うので、お楽しみに。

それに加えて、この活動では、コロナの感染拡大の影響により家庭で学んでいた子どもたちへの配慮や

活動の工夫、家庭での活動ならではの子どもたちの様子なども提案されるので、みなさんこうご期待。 

〇鎌倉女子大学幼稚部の取り組みから 三浦未希先生の実践 

 園の作品展に向けた取り組みの中から、年長児の活動を中心に「『むかしのにほん』をつくろう！」と

いうテーマで園児と先生が一緒に取り組んできた活動を紹介。 

 作品展のテーマは、子どもたちの日常生活から先生たちがピックアップしていき、そこへの子どもた

ちの思いを大切にしながら決めていっている。先生からの一方的な提案ではなく、子どもの生活や実態、

子どもの思いなどが優先されているところがすばらしい。 

テーマは、幼稚園の子どもたちにとっては難しいものだと思うので、先生たちの支援や関りが重要と

なる。そこが、大会での提案で詳しく聞けると子どもたちと共に創りあげた造形活動の全体像がよく見

えてくるだろうなと期待する。個々の子どもたちの活動を通しての具体的な成長の姿も見られるかな。 

(宮川 友二朗) 

mailto:moriage123@gmail.com
https://www.zoukeimoriage.com/


        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

５月月例会報告 

 ５月２３日(土)１４：００～１６：３０  ：鎌倉女子大学幼稚部にて   参加者（２１名） 

研修・研究会  

〇実践提案の紹介 

・鎌倉市立第二中学校  岡本裕成先生の実践提案をもとに 

 「これからの『住む』をデザインする （中学２年生） 

  鑑賞、デザイン、工作、絵画等、様々なジャンルを融合した活動 

  「自分たちの生活や人生に何を求めているのか」という問いから 

子どもたち自身が生き方を考えていく活動 

・川崎市立殿町小学校  中島愛子先生の実践提案をもとに 

 「すきまちゃんの すきな すきま」 

  すきまという空間とすきまちゃんの存在から、子どもたちが普段何気なく見ているちょっと 

した場所とのかかわりを深めていく活動 

・鎌倉女子大学幼稚部の造形活動の紹介 

  園の作品展への取り組みを中心に、子どもたちの日常生活と造形のつながり、 

  子どもの思いを実現する造形活動への取り組みなどを紹介 

運営会議   

① 第６６回造形教育研究大会に向けて   

 ② 次回(６月月例会)予定 

     ６月１８日(土)１３：００～１５：００ ：横浜市ほどがや地区センター（天王町） 

 

岡本裕成先生の実践提案を伺い、一人ひとりのライフスタイルを考えながら住まいを作る授業は、先生の子

ども時代の経験があるからこそ、このような実践ができているのだと思いました。「すてきにへんな家」の絵本

を参考に家を作る活動は、幼稚園でも取り入れられると思いましたので、今後の保育に活かしていきたいです。 

 中島愛子先生の実践提案は、お話を聞いていて本当にあたたかい気持ちになりました。先生のオンライン授

業を受けている子どもたちへの細やかな配慮や、授業前の丁寧な準備なども心に残っております。幼稚園でも、

遊びの中ですきまちゃんのような人形やマスコットを作ったり、お部屋に置いたりして楽しむことはできると

思い、その遊びの中で、自分の居場所や新しい空間・場所を見つけられる機会にもなると思ったので、私自身

保育の実践に活かしていきたいです。 

 また、子どもたちの作品に題名や一言、つぶやきをつけることで一人ひとり個性や味が出ると、先生の発表

を通して思ったので、幼稚園でも取り入れていきたいと思います。 

５月の月例会参加者の感想から （HPの掲示板より） 

 

岡本先生のご提案にストレートにワクワクし建築物に対する興味が湧きました。これらを評価しなくてはい

けないという事に個人的には疑問で、前回紹介していただいた「夢みる小学校」の映画を拝見させていただい

た事と重ね合わせ複雑な思いでした。 

 中島先生のご提案 隙間についての授業をきっかけに 今まで見逃していた所などにも着目し子どもたち

の想像性 思いが膨らみ 成長に繋がっていくのであろうと思うと嬉しくなりました。導入として授業の前に

すきまちゃんを配置していた事が子どもたちの意欲を掻き立てた事と思います。とても素敵でした！ 
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子どもはアーティスト（芸術家） 

「いったい、天国でだれが一番偉いのですか」と弟子が言われた。すると、イエスは幼子を呼び寄せ、

彼らの真ん中に立たせて言われた。よく聞きなさい。心を入れ替えて幼子（おさなご）のようにならなけ

れば、天国に入ることはできないであろう」と「幼子のようになりなさい」と聖書の中でイエスが言われ

ています。ここでいう幼子とは、純粋で謙遜かつ自由な子を意味するのでしょう。 

また、良寛は、「この子らと手鞠付きつつ遊ぶ春 日はくれずともよし」と歌い、子どもの純真な心の

中にこそ仏の心があると悟りました。彼はひたすら子ども達と遊ぶことを好み、かくれんぼうをしたり手

鞠をしたりして遊んだそうです。 

ピカソもまた理想とした表現方法は、子どもの絵のように自由奔放に描くことでした。そのために、実

際の物の形や色にとらわれず、自分の感性が赴くままに描くというスタイルを作り上げていきました。   

日本を代表する芸術家岡本太郎も６５年前に出版した「今日の芸術」の中で芸術は「うまくあってはな

らない。きれいであってはならない。ここちよくあってはならない。」と宣言しています。 

子どもの絵画教育についても「子どもと絵」の章の中で次のように言っています。 

「それは評価されるのが目的ではありません。この原則は、おとなの場合も子どもの場合も同じことで

す。自分のうちにあるものを外に投げ出す。直接にあふれだし、結晶し、定着されるか。それが根本です。

人に喜ばれようが、そんなことは、二義的でしかありません」。 

「ゆくゆく絵の専門家になるものは、大海の一滴のようなものです。子ども達に専門の技術を習得させ

るために、絵を描かせているわけではないのです。自由な感動を率直に表現させ、人間的な自信をもたせ

ることが目的なはずです。自分の気持ちをもっと自由に表現したもの、つまり自由感のもっとも豊かなも

のこそ、優れた作品として褒めるべきです。」 

「子どもの表現慾というものは、一種の生命力で思いのほか激しいものです。そんな子供たちの『生命

力』を私たちがしっかり受け止めてあげる社会にしていかなければならない。」と述べています。 

上記のように芸術の巨匠たちが口をそろえて子どものように素直な気持ちで描くことをめざしていま

す。子どもの持っている素晴らしいエネルギーと感性を褒めたたえています。子ども達はアーティストで

す。 

子ども達が表現したものを未熟で稚拙と大人が捉え、子どもの持っている『生命力』からほとばしる

表現を認めません。大人好みの技術優先の表現を指導したがるのです。子どもの持っている『生命力』

を認め、エネルギーを放出させる環境をつくりましょう。子ども達に関わる私たちの使命です。 

（造形教育をもりあげる会相談役 平野 英雄） 

ピカソの言葉にこのようなものがあります 

「子どもはみな芸術家だ。問題は、大人になっても芸術家でいられるかどうかだ」 
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幼稚園・保育園の造形活動と小学校の造形教育 

 今回は相談役の平野先生から素敵な提言をいただきました。 

 アーティストであり芸術家である子どもたちを一人の個として丸ごと認め、子どもから学ぶ、子どもと

共に学ぶ大人でありたいものです。 

この間、ある本を読んでいたら、幼稚園・保育園の造形活動と小学校の造形教育（中学年くらいまでの

図画工作の授業）を較べている論文がありました。これによると、幼稚園、保育園の造形活動と小学校の

図工の授業の内容で同じようなものが多いということでした。 

言われてみれば、例えば絵の具を使った造形活動では、手形やスタンピング、ローラー遊びなど、そし

て、いわゆるモダンテクニックと呼ばれるドリッピングやデカルコマニー、ストリング、マーブリングな

どを活用した造形などが幼稚園、保育園の造形活動でも行われ、小学校の図画工作の授業でも題材として

取り上げられています。 

土や粘土での遊び、砂場での活動、段ボールを使った活動などは、幼稚園や保育園では、日常の造形活

動や遊びとして行われていますが、小学校でも造形遊びとして図工の授業に位置付けられています。 

ここで、小学校の図工の授業では、幼稚園や保育園と同じようなことをやっていて、どんなねらいがあ

るの、発展性は、子どもの育ちは・・・？など、疑問に思う方もいるようです。 

中には、こんな活動ばかりが中心になってきているから、子どもたちの表現力が育たず、技能も身に付

かないのだという人もいるようです。 

でも、そうでしょうか。幼稚園や保育園で行なっている活動と同じようなことを小学校でも取り入れて

いるのは、そのような活動がそれだけ大事なことだと認識され始めているからではないでしょうか。子ど

もの素直な感性、とらわれることのない自分らしい表現、それを大切に育て、失うことのないようにとい

う教育の姿なのではないでしょうか。 

子どもが子どもらしさを存分に発揮し、子どもの感性、子どものもつ力を思いっきり放出できる機会

は、造形教育だからこそできることだと思います。 

平野先生の提言を受けて、私の感じたこと、考えたことを書き連ねてみました。 

みなさんも、この会報の記事から感じたことや考えたことなどをメールに投稿してください。この会報

が会員のみなさんの感想や意見・考えの交流の場にしていけたらと願っています。  （宮川友二朗） 

本の紹介 

「教えから学びへ」～教育にとって一番大切なこと～ 

著者は東京大学名誉教授の汐見稔幸さんです。汐見先生は、保育関連の

著書が多いのですが、この本は、特に小学校・中学校の先生方に読んでも

らいたいなと思う本です。 

 今の教育が行き詰っている原因を捉え、「教える」教育から「学び」の

教育への意識改革の重要性を訴えています。 

 そして、「学び」とは何か、学校教育の中で子どもの「学び」を実現さ

せるためにはどうしたらよいか。学校、そして社会の中で「学び」を支え

る構造を詳しく説いていきます。 

 読み進めるにつれ、今の学校教育と照らし合わせながら、多くのことを

考えさせられる内容です。             (宮川 友二朗) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水墨の授業 ～もりあげる会の造形教育研究大会で発表～ 

２０１０年（平成２２年）、今から干支が一周するくらい前の冊子。ここで実践 

報告をしたのが、５年生を担任したときに初めて実践した水墨の授業でした。 

当時、教科書で水墨は確か、今のように題材として載っておらず、片隅に鑑賞と 

して置かれている状況だったと記憶しています。自分は、２００８年に上野の森 

美術館で開催された【井上雄彦 最後のマンガ展】（＊スラムダンク、バガボンド 

作者）というものを鑑賞して、その水墨の表現の迫力や繊細さに大変衝撃を受け 

ました。（一緒に行った妻は、最後の部屋の水墨画（ほぼ等身大の母子像が複数 

点展示されている）を見て、涙を流していました。） 

                  作者は、マンガ家としてバスケットボール漫画の名作・スラムダ

ンクでヒットを飛ばしましたが、その後、宮本武蔵の生涯をえがく

バガボンドを連載します。連載を進めていくにつれ、武蔵のライバ

ルとして佐々木小次郎が登場します。そのとき、海辺で育つ小次郎

やその周辺の人物の髪をかくには、G ペンとインクでは、表現しき

れないと慣れない水墨と筆で漫画を描き始めたそうです。誰かに師

事することなく、連載中、試行錯誤しながら自分なりの水墨表現を 

見つけていき、上記の展覧会に臨んだそうです。 

 考えてみれば、子どもも、絵をかくとき、様々な道具と出会い、試してみて、自分の思いにあった画材

や表現方法を獲得していきます。そして、自分を表現することを通して、自己実現につなげています。水

墨なら、かすれ、にじみ、濃淡など・・・でダイナミックにその過程を追体験できるのはないかと思って、

実践を考えてみました。 

 川崎市の朝鮮交流展の研修室で、川崎市の小中学校や、朝鮮学校の先生たち 

がいるなかで、その自分の考えた実践を発表させていただきました。 

その後、【もりあげの会で発表してみない？】と声をかけられ、２０１０年の 

夏に、もりあげの会にて発表をすることになりました。発表することで、気が 

つくこともありました。参観者の方からすぐに生の声を聞けるのもいいところ 

だと思います。「水墨の表現の可能性を感じます。」という意見もいただきまし 

た。自分が、上記の展覧会で感じたものを少しは、実践を通して表すことがで 

きたのかなと思いました。その後も、研究会で水墨の授業を何度か提案・実践 

させていただいていますが、今後も、当時の気持ちを忘れず、子どもにたくさん造形表現に関わらせるこ

とで、自分を表現していけるような授業をこれからもつくっていきたいと、過去の冊子を見て、自分を見

つめ直しました。                        (川崎市立小学校 田口 雅之) 
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今回は、川崎市立小学校教諭の田口先生からの投稿を紹介させてもらいました。 

 この水墨の授業実践は、提案発表も聞きましたし、実際の授業も見させてもらいました。この田口さん

のように、造形教育をもりあげる会で実践発表したことがきっかけで、造形教育への関心がさらに高ま

り、多くの実践へと広がっていった方も多いのではないでしょうか。 

 私も自分が造形教育をもりあげる会で初めて実践提案したときのことを思い出しました。それは、湯河

原の厚生年金会館で行われた第３２回造形教育研究大会の時でした。その時の提案は、「ガラクタカラ」

を集めて造形活動をするというものでした。 

「ガラクタカラ」という言葉は私の造語で、おそらく私が初めて使ったのではないかと思います。当時、

私は附属横浜小学校に勤務していました。１９９３年発行の附属横浜小学校が出した本にも同様の活動

内容が掲載されており、「ガラクタカラ」を「子どもたちにとっては、生活廃品そのものが、造形活動の

大切な材料であり、まさに宝物である」「子どもたちが造形活動を通して、ガラクタを宝物に変身させる」

と定義していました。 

 今、「ガラクタカラ」とネットで検索すると、 

「ガラクタがまさに宝である」とか「ガラクタ 

から何かが生まれる」などと出てきますが、 

「この考え方の生みの親は私かな？」 

などとちょっと自慢げに思ったりしています。 

 田口さんの投稿を読んで、自分が初めてもり 

あげる会の大会に参加したときのことや初めて 

提案したときのことなど懐かしく思い出すこと 

ができました。      (宮川友二朗) 

                           当時の大会での集合写真です 

第６６回造形教育研究大会に向けて  ～着々と準備が進んでいます～ 

 ３年ぶりの研究大会開催に向け、運営役員を中心に連絡調整をしながら準備を進めているところです。 

 「造形教育をもりあげる会」のメール会員登録者数も１００名を超え、多くの方々との繋がりが広がっ

てきているのを実感しています。 

今回、大会への参加申し込みは全て、ホームページの問い合わせからか、メールによる申し込みとして

います。その理由として、研究紀要を冊子として印刷製本しないで、ホームページから各自ダウンロード

してもらう形にしたということがあります。その際、ホームページを開いた人がだれでもダウンロードで

きてしまうことがないように、「会員 ROOM」というホームページ上にパスワードを入力して開けるページ

を設け、そこからダウンロードできるようにします。そのパスワードは参加申し込みをされた方のメール

に送るので、そのためにメールアドレスの登録が必要となるということです。 

 分科会での実践提案者もすべて決まり、当日の発表に向け準備を進めていただいているところです。 

 分科会では、なるべく参加したみなさんが自由に意見や感想を交流できるような形式や場の設定を考

えています。 

 また、新たに企画した「みんなでアート」は、スズランテープを使った造形遊びを参会者みんなで体験

してみようという試みです。造形活動の楽しさを体感して、造形遊びの意味をみんなで考えてみたいと思

います。楽しみにしてください。 
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６月月例研究会で紹介された実践から 

〇横浜市立中和田小学校 岩越まどか先生  横浜市立和泉小学校 村松美佐先生 

 「水から発見！ここきれい！」 

 カラーペンやプリンターの詰め替えインクを水にちょっと垂ら 

した色水を使って行った造形活動の実践でした。 

 透明カップに入れた色水を透明シートの上にスポイトなどで 

垂らし、透明シートの上ではじかれたように乗っかった色水の様 

子でいろいろな表現を楽しむことができます。ポンポンと点描の 

ように楽しんだり、多めに垂らして広がる色水のおもしろい形を見つけたりと、わくわく感全開です。 

カラーインクを使った色水なので光を通すため、その透明感や光る様子なども美しさを演出しています。 

 子どもたちは、そんな活動の中から「自分のきれい！」を見つけ、写真を撮っていきます。この後、一

人一台のタブレットで「ロイロノート」というクラウド型授業支援アプリを活用して鑑賞の活動が進めら

れます。造形遊びと同様、自分の気に入った表現が作品として残らない活動なので、撮影した画像をアプ

リの機能で共有することにより感想交流などが行えます。 

 このように、もっと聞きたい、もっと知りたいということ満載の実践提案でした。大会当日は、活動に

使用した材料や用具なども準備してもらえる予定なので、ちょっとだけ体験してみることもできるかも

しれません。みなさんも楽しみにしていてください。 

〇横浜市立中田小学校 松本有加先生の実践 

 コロナ禍で子どもたちのさまざまな学習活動が制限される中 

みんなで力を合わせ、みんなで表現していける活動ができない 

だろうかという思いから生まれた造形活動です。全校で取り組ん 

だ活動で、クラスごとに、黒のラシャ紙を貼り合わせた大きな画 

面に色とりどりの絵の具で花火を描いていきました。体育館いっ 

ぱいに表れた花火は壮観だったのだろうと思います。大会当日は、実際の作品を一部掲示して、みなさん

で見ることができるようにします。 

 この実践については、分科会提案ではなく、ワークショップの時間に、みんなで子どもたちの花火の作

品を見て、この表現が生まれた背景や活動中のエピソードなどを聞きながら、ギャラリートークのように

語り合えたらと思っています。 

 
６月月例会に参加しての感想 

透明感のある色水に惹きつけられました！ICT を効果的に活用した現在の授業風景をイメージでき勉

強になりました。端末を使用することにより作品を観る角度も広がるものなのですね。 

魅力ある教材を乳幼児の活動にどう繋げていくか考えていきたいと思います。ありがとうございました。 
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６月月例研究会報告 

 ６月１８日（土）１３：００～１４：４５  

横浜市ほどがや地区センター 

〇実践提案の紹介 

 ・横浜市立中和田南小学校 岩越まどか先生 

  横浜市立和泉小学校   村松美佐 先生 

  「水から発見！ここきれい！」 

  カラーインクでつくった色水を使った造形活動 

  授業支援アプリ「ロイロノート」を活用した実践 

 ・横浜市立中田小学校 松本有加先生 

  全校で取り組んだ大きな花火の表現 

 

※月例研究会に先立って１２：００～「運営会議」を行いました 

 〇第６６回造形教育研究大会に向けて 

  ・分科会の責任者・司会・記録の選任 

  ・参加申し込みと参加費の振り込み状況確認 

  ・ワークショップ、みんなでアートについて 

  ・受付や当日の役割分担、流れなどの詰め 

会報第１４号の記事に佐々木先生が感想を寄せてくれました。 

 

「ガラクタカラ」・・・なつかしいですね。 

１９９０年頃、横浜国大附属横浜小学校の図工担当だった八ッ橋・ 

矢澤・宮川各先生方が「ガラクタカラ」というネーミングで、身近 

な材料を造形の宝物とした発想とその活動が、その後ブームとなり 

ましたね。いつでも活動を促す「ガラクタカラルーム」も粋な計ら 

いだったと記憶しています。某社の教科書に関わっていましたが、 

しばらくこの名称の題材が採用されていましたね。 

他にもこのようなヒットもありました。 

例えば、その前任の小島先生の「グアナコ」も同様でした。 

野毛山動物園への遠足があいにくの雨で中止となりました。園の案内図を見 

ていた子ども達から、動物園にいる動物の名前「グアナコ」って？と、関心 

と好奇心がふくらみ、創造の絵となったのです。やがて、延期された遠足の 

日がやって来ました。子ども達がどの動物をお目当てにするのか？いの一番 

に向かったのは、いうまでもありません。 

＊当時小島先生の発表のテーマにもなりました。 

常に研究が付きまとっていた附属小ならではのお話しかも分かりません（失礼）。 

そういう意味でも、造形教育をもりあげる会主催の研究大会では、何かが生まれそうで心が弾みます。  

企画・運営者も発表者も、創造的なよい機会になることでしょう。  佐々木孝（元もりあげる会会長） 
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第６６回造形教育研究大会の開催 

 参加申し込み総数 １５７名   参加者数 １３４名 

 ２０２２年７月２３日(土)、実に３年ぶりに「造形教育をもりあげる会」主催の「造形教育研究大会」

を開催することができました。 

 コロナの感染拡大の影響もあり、事前にキャンセルされた方もいましたが、この社会状況下でこれだ

けの人数が集う会を実施することができたのは、参加された皆様のご理解とご協力のおかげです。 

「第６６回大会を終えて」 

               造形教育をもりあげる会 会長 武田 晴信 

 2022 年 7 月 2３日（土）第６６回造形教育研究大会は無事終わりました。２年前に発生したコロナに

よって第６４回大会・第６５回大会を中止せざるを得なくなってしまいました。今年こそはと運営委員

一同、開催に向けて取り組んでしましたが、今回も開催直前に第７波が蔓延を始め、提案者も２名濃厚接

触者や陽性者となりました。幸い国から蔓延防止の要請がなく、参加しているほとんどの方が幼稚園・保

育園・小学校・中学校・大学等の先生方という事で、皆さんの良識を信じて、さらなる防止策を立てて大

会開催に臨みました。 

 ほとんどの提案内容はこれまでの月例会でプレの提案をしてもらい、濃い内容だという事は知ってい

ましたが、参加者の反応はやはりとても良く、真剣な表情で話を聞いたり、話し合いに参加したりていま

した。過去２年間多くの研究会がリモートで行われていました。久しぶりの研究会でしたが、活発な話し

合いが行われました。休憩時間や終わった後の立ち話の中にも充実した様子が感じられ、主催者として

大変嬉しい気持ちになりました。 

 ３年ぶりの大会と言うことと直前の変更もありましたが、皆さん臨機応変に関わって下さり、無事大

会を終えることが出来ました。これは大会に関わっていただいた多くの皆さんのおかげと思います。本

当にありがとうございました。 

 私達は気持ちを切り替え来年度の第６７回大会のために準備を始めて行きます。是非来年度、提案し

て頂ける方をお待ちしています。お声を掛けて下さい。また、素晴らしい実践をされている方がいました

ら、お知らせください。 

mailto:moriage123@gmail.com
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アドバイザーの金井先生から 

今回「第 66回造形教育研究大会」が、長引くコロナ禍にも負 

けず久しぶりに対面で開催されたことは、とても意義深いことだと 

思います。これも「もりあげる会」会長さんをはじめとしてスタッフの 

皆様のご努力の賜物だと、お礼を申しあげる所存です。 

本当に有難うございました。 

 今回も若い世代の先生方が、この会の名称の通り、十分にもりあげていただくことができました。 

以前、あるセミナーで『美術教育の連続性』というテーマで話をさせていただいたことがありますが、私自身の

美術教育の連続性を支えてくれたのは、まさに美術を通して様々な人との関わりがあったからでした。中でも、

佐々木孝先生の話にも出てくる初代事務局長だった相場秀夫先生には、川崎の中学校教師になってお会いし、

本当に感謝しきれないことばかりです。大分前になりますが、箱根で研究大会が開かれた時には、スタッフの一

員として会場設定などをしましたが、そこからの学びは後の教員生活にも大きな影響を与えてくれました。そして

人と人とのつながりが、私自身の財産になっていることは自信を持って言えます。 

 今後は、美術教育という視点を広げて、更に挑戦していきたいと思います。 

そして「もり上げる会」の今後のご発展を心より祈念いたします。 

 

 
参加者の感想から 

〇今回初めてこちらの造形教育研究大会に参加させていただきました。 

  私自身、幼い頃幼稚園で行った造形活動に心からワクワクし、友だちと制作を一緒にすることの楽

しさ、完成したときの喜び、それを壊さなければならない時の寂しさなど、様々なことが思い返されま

した。 

  大会テーマの中にある「自分をつくる」という言葉がまさにぴったりで、幼い頃の造形活動が自分を

つくり、生きる活力になり、そして今、それを子どもたちに伝えていきたいという「明日をつくる」未

来につなげていくことにリンクしているのだと改めて実感しました。 

分科会に参加させていただき、子どもたちの提案から豊かな発想力で展開されていく造形活動の様

子に改めて子どもの柔軟なアイデアやひらめきの力に驚き感動しました。また、環境への配慮や子ど

もたちの自発的、主体性に任せながら見守る先生方の姿勢もとても学びになり、私も、子どもたちが主

体で楽しめるような造形活動をしてみたいと思いました。本当にありがとうございました。（保育園） 

 

〇 造形活動が身体の活動と結びつき、仲間と刺激を受けながら行うことで思わぬ方向に発展し楽しん

でいる様子が分かります。子どもの感性を伸ばし、子どものやりたい事を待つ。「待つ」ということも大

切な指導の方法なのかも知れません。どのような形、方法でも自分を表現するというのは大切なことと

思います。 

  視点を広く持ち、自分の気持ちを素直に表現できる。それをそのまま受け止める社会・人間でありた

いと祈りつつ、この会の発展をお祈りいたし、また参加し学ばせていただきたいと思います。 

                                        （保育園） 

〇 分科会５，６に参加させていただきました。小学校の先生のお話しで、こういうふうに子どもと話を

進めているんだ、おもしろそう！という発見がたくさんありました。 

  私も楽しみながら参加させていただきました。ありがとうございました。     （幼稚園） 
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心をつなげた「みんなでアートⅠ」 

受付を済ませた参加者が最初に体験した活動。 

スチロールカッターでスチロール板を自由に切っていく活動 

スチロールカッターで切る感覚の心地よさ、思った以上に自由 

に形を表せる楽しさが結構夢中になれたようです。 

 「つながりから生まれる」この言葉は、本大会を開催するた 

めにこれまで積み重ねてきたことの集約です。メール会員登録、 

実践交流会や研修会、「会報」の発行等々、集うことが困難な状況 

の中でいかにして人と繋がることができるのか。それを模索しながらの活動の推進だったような気がし

ます。メールによる繋がり、「会報」やホームページの「もりあげヒストリー」による繋がり、月例会で

行った研修会による繋がり、様々な繋がりの中から、新たな繋がりや交流、復活など、様々なことが生ま

れてきました。一人一人の自由な表現がつながった「みんなでアートⅠ」 

３年目にして復活したもりあげる会を象徴する表現となれたかもしれません。 

参加者の感想（HPの掲示板から） 

〇 研究大会に参加させていただきありがとうございました。 

先生方の実践から多くを学ばさせていただき、これからの授業に生かしていきたいと思います。 

「コロナ禍でみた子ども×図画工作の可能性」では、自由に想像し、どう創造していくのか子どもたち

の発想が楽しみになりました。子どもたちの〇〇プロジェクトを進めるにあたり、教師の立ち位置は

どうあるべきか考えさせられました。実際に住人になり生活を体験することによってさらに、想像が

広がるんだなあと感じました。 

「水から発見！ここきれい！」の実践報告では、身近なもので簡単にできることに驚きました。そし

て、1 人一台端末をどう使っていくかのヒントになりました。会場にて私もやってみてとても楽しかっ

たです。子どもたちのワクワク、ドキドキを引き出して授業していきたいと思います。 

〇今回は研究大会に参加させて頂きありがとうございました。研究発表では、発表からも学ぶことが多

かったのですが、意見交換時に、聞いている方のご意見も聞き、とても勉強になりました。ひとつの活

動でも何通りも考え方があり、色々な方の意見を聞くことの大切さを改めて感じることが出来ました。

学んだことを今後の保育に活かせるようにしていきます。 

ワークショップでは、エデュカルの自然遊びに参加し、はがきの語源になったとされるタラヨウに文

字や絵を描いてきました。実際に体験して、五感教育の面白さを体感することが出来、身近にある植物

でもぜひ試してみたいと思いました。 

コロナ禍ですが、大会を開催していただきありがとうございました。学びのある一日を過ごすことが

出来ました。 

mailto:moriage123@gmail.com
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第６６回造形教育研究大会  令和４年（２０２２）年７月 ２３ 日（土） 

大会テーマ  『自分をつくる生きるをつくる明日をつくる造形』 
 

第６分科会 報告 
コロナ禍で見た 子ども×図画工作の可能性（複合的な造形活動から） 

「教室〇〇」「ダンボールルーム」の実践を中心に 
提案者：横浜国立大学附属横浜小学校  大高 伸弘 

                                                        
１）コロナ自粛を経て 

・心は動いているはず。 

  ・学校は何をするべきか。 

  ・子どもへの質問「何をしたいか。」 

  共通点：何かをつくりたい、みんなで何かしたい。 

   ↓ 

  難しい ― だめならつくろう！ 

        想像してみよう！ 

   ↓ 

話し合い― 次々に色々な発想。 

 

２）プロジェクトチーム（分散登校時～） 

・草スキープロジェクト 

・お化け屋敷プロジェクト 

・教室キャンププロジェクト 

         部屋の電気を消して夜をイメージ 

     ↓ 

・商店街プロジェクト 

     ↓ 

・水族館プロジェクト 

  ※生活科室を借用（片付けなくてよい） 

     || 

    海の世界  

↑海らしくないところを変える 

＝環境を変える 

それぞれの活動 

       例：カメの家 → カメになりきる 

                        

活動に積極的にかかわっていない子 

        || 

   友達の活動を見ながら 

   散策したり、話しかけたり 

 

３）１年間のふりかえり 

・おもしろいということがメイン。 

・なりきって楽しむ。複数人でつくるから活動・発想が広

がる。つくる→次の活動への意欲。 

・やりたいことが見つからない。 

→やっていくうちに発見。 

 

４）どんな力が身につくか 

  ●「ダンボールーム」の実践事例（４年）               

いつも通りのもの＋想像 

①ダンボールームの活動経過         

・ダンボールが動く≠置物ではない 

・困ったことを出す「立体にするには？…etc」 
②ふりかえり                

・かかわりの中で広がっていく。 

●「教室タウン」実践事例（２年）                    

①環境とクリエイティブ           

・どちらに重点を置くか。 

・フラワーシティ完成⇒遊びたい。 

②住人になることを提案           

・時間の共有、物語性 

 【動画】子ども同士のかかわり合い 

③ふりかえり                

・主体的なかかわりが活動に物語を生む。 

④課題                   

・それぞれが発表できる場があればよい。 

・制限があるからこそ、想像・創造が広がる。  
５）質疑・応答 

Q 自己実現にむかう子どもの姿に感動。子どもに
考えはあるけど実現できないとき、 
どのように対応しているか。 

A 子どもたち同士で「～してみたら」という声か
けが多い。見守っていて、必要なものを（材料
など）与えるというサポートしたり、学習に環
境が適しているかを考えたりした。 

 

Q 図画工作科と生活科の区別はしているか。 

A ２年生の生活科はどろんこプロジェクトをリン
クする。２年生の生活総合の学習では、自分の
やりたいことを見つけることを大きなねらいと
している。「クリエイティブ、イマジネーション
の創造」を心がけた。子どもは「どろんこプロ
ジェクトの時間」と受け止めており、アートの
時間という認識でいる。 

 

Q 学習の全体がナチュラルで子どもの表情が生き
生きとしている。教科書の題材に縛られず、素
晴らしい。子ども同士がつながる、離す、囲む 
そのあたりのバランスは？ 

A 囲むというのは、集団での場面においては行っ
ている。集うという価値を大事にしたい。大人
が子ども同士が主体的にかかわっている中で、
どのように接したらよいかと考えたところ、無
理なくその物語の中で存在できるシティの「お
まわりさん」として登場した（２年教室タウ
ン）。 

 

Q 共感できた。大変勉強になった。時間、空間、
仲間を大切にしている。仲間の関係性も大切に
している。幼と小との接続期共有できるもの
は？ 

A 幼児教育に興味がある。子どもの内からでてく
るものが、アートにつながる。他者の動きに、
動きでつながっていく。言語がなくても、つな
がりあえるということ。 
子どもがわくわくしたり、どきどきしたりする
ことがつながっていくことが大事。 

司会：川崎市立新城小学校    鈴木 貴久 

記録：白梅いずみ保育園  園長 吉濱 優子 

子どもの心の柔軟さ 

学校は自己実現の場 

子どもたちのひろがる想像 

それぞれに様々な 

かかわり方が 

存在している 

子どもたちのひろがる創造 

身体・ 
造形言語 
による 
対話 
↓ 
活動の 
深まり 

発展 
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山口先生からご挨拶をいただきました 

 研究大会のオープニングで、アドバイザーの代表として山口先生 

からご挨拶をいただきました。 

 山口先生は、１９７３年の大会で初めて参加して、それから 

５０年間もりあげる会の研究大会に参加しているとのことでした。 

 今回、３年ぶりに研究大会を開催することができたことに対し、 

とても温かいお言葉をたくさんいただきました。 

 そして、話の最後に、もりあげる会への思いを色紙に綴ってくだ 

さいました。 

 も「目標」 り「リスペクト」 あ「愛情」 げ「原点」 

 る「ループ」 

最後の る「ループ」に一番悩まれたようですが、今大会では、このような社会状況から、これまでなか

なか集うことができず、３年ぶりの開催でどこまで集うことができるのか不安でしたが、人と人との様々

な繋がりを丁寧に紡いでいくことにより、それが輪のように広がっていく素晴らしさを実感できました。 

そして、その輪は螺旋状に繋がって、もりあげる会の精神を次の世代次の世代へと受け継いでいくこと

をこの「ループ」という言葉が表しているのかな、と感じました。 

参加者の感想から 

〇今回初めて参加させていただきました。分科会一つ一つに興味をそそられるものばかりで、全て聞きた

かったなと感じました。午前中は、小学校の図画工作の実践を見させていただき、保育園児とはまた違

った発想や、活動の展開があり、別のサポートの仕方も知ることができました。この分科会を通して、

自分の引き出しを増やすきっかけになったとともに、小学校の教育方針や幼保小連携の面での参考に

なりました。 

午後は、保育園の活動の発表を見ました。小学校の子どもたちとは違い、子どもらしい柔軟な感性を

感じることができ、このような体験の上で、小学校、中学校・・・大人と様々な感性を育てていくこと

ができるのだろうなと感じました。ありがとうございました。            (保育園) 

 

〇分科会は、どちらも聞いていてワクワクするような内容で、楽しく、また、とても勉強になりました。

６つの分科会中、２つしか聞けないことが残念だったので、発表者の負担は大きいと思いますが、時間

差で何回か発表していただけると嬉しいです。コロナ禍での開催ということで苦労も多かったと思い

ますが、スチレンボードを切って表現するなど、実際に体験することができたこともよかったです。あ

りがとうございました。                            (保育園) 
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第６６回造形教育研究大会  令和４年（２０２２）年７月 ２３ 日（土）  

大会テーマ 『自分をつくる生きるをつくる明日をつくる造形』 

 

第２分科会 川崎市立殿町小学校 中島愛子先生 

「すきまちゃんの すきな すきま」（小学校 1年生） 

身近なすきまを見つける鑑賞の活動～GIGA 端末を活用した取り組み 

＜実践報告＞ 

実践テーマや題材のねらい コロナ禍で家庭学習をする児童がいる中で、教室にいる児童も、家庭で学

習する児童も できる限り同じように取り組むことができる授業はできないだろうかと考えた。本題材は、

自分でつくったすきまちゃんと一緒に隙間を見付けたり，お気に入りの隙間につくりかえたりして楽し

むことをねらいとする鑑賞の活動である。オンラインで教室と家庭を繋いで、図工の学習を試みた。 

GIGA 端末を活用することで、教室の児童も家庭学習の児童も活動を楽しみ、題材のねらいに迫るこ

とができた。Meet でリアルタイムでやり取りをすることで、教室とあまり 変わらない形で活動を進め

ることが可能となった。Meet を活用することで、教室の活動 の様子を共有したり、家庭の児童にアド

バイスをしたりすることができ、鑑賞の題材に限らず、様々な題材での授業の可能性が広がると感じた。 

 

～実践報告後、参加者と「すきまちゃん」を実際にみんなでつくり、会場の隙間に置いたり、スマホで撮

影したりした。～ 

 

＜協議記録＞ 

Q.この題材を行う前と行った後とで、子どもの造形的な見方・考え方はどのように広がった？（新城小 

T先生） 

A,すきまを見つけるという「見る」という見方が広がった。「すきまちゃん」を家に持って帰って、「家の

こんなところに置いたよ」とか、学校でも「すきまちゃん」を作ったり、置いたりしていた。 

 

Q.子どもの思いやつぶやきにはどんなものがあった？（I先生） 

A.「この置き方、すてきだね。」「この置き方おもしろいね。」など、友達のよいところをたくさんつぶや

いていた。また、撮った写真につけた題名の面白さに目を向け、共感している姿があった。 

 

Q.失敗感のない題材、夢中になれる題材であると感じた。クラス自体がお気に入りの場所になっている

感じがした。（かぜのこ幼稚園 K先生） 

A.子どもは、夢中になって活動していた。評価については、写真をプリントして、その写真をまた見合う

とよいと感じた。 

題材を通して、場所をよく見る

ことや、友達の題名のつけ方に

注目することもできた。 



第６６造形教育研究大会 令和４年（２０２２年）７月２３日（土）     

大会テーマ 『自分をつくる 生きるをつくる 明日をつくる 造形』            

第３分科会 報告 

   「今、共に生きていることを描く」〜人と人のつながりをみんなで視覚化しよう〜 

                   提案者：横浜市立滝頭小学校 山田 かおる 

                                              

１） 始まり 

・中学校美術教師として４４年間勤め、        

 現在は小学校に勤務している。 

  ・２０１１年。東日本大震災の後、中学校の 

   美術部と地域で繋がる人たちのことを絵に 

   したいと考えた。 

  ・２０１６年。故郷が被災し、再び命を輝 

   かせ、生きる社会にしたいと願い、スロー 

   ガンを掲げた。地元の高校生達が活躍し、 

   お年寄りも参加した。美術＝生涯教育。 

 

２） 実践方法 

① 紙に顔を描く。 

 ・マルを描き、顔の表情を描く。 

 ・誰でもできるようにハードルを下げる 

 ・全体像はできている⇄パーツをつなげる 

  必ずしも思い通りではない。 

② スローガン幕を作る。 

・遠足に行くので、みんなの顔を描いた。 

     喜怒哀楽を描くことでストーリーができ 

     みんなが共感して楽しい気持ちになった。 

       ・２０mの横断幕を用意した。１クラス２０ 

     分で次々に出来上がる、参加型アート。 

    ・子どもたちは本来、自分から描きたいと 

     思う。描く環境があれば、子ども達は 

     力を発揮するようになる。 

③ 現在 

・滝頭小学校では、毎日袋を下げている。 

その袋の中には、色画用紙を小さく切っ     

た物を入れている。それを子ども達が「ち

ょうだい」と言って欲しがる。渡すとその

お礼に折り紙で作ったお菓子やポイントカ

ードをくれる。そのやりとりをすることで

子ども達の興味関心が広がっている。 

 

 

３） 質疑応答 

４） 造形活動 

・スローガンをつくろう 

『みんなで協力してコロナを乗り越えよう』 

 ＊好きな色でマルを描く。絵の具の配置を虹色に 

  すると、見栄えも良いが、どの色をどこで使う 

  か、子どもに任せても良い。 

 ＊色々な国の出身の子がいるので、国際色豊かに 

  言葉を書いていく。 

。

 

・展示物 

コンテで描いた顔を手でこすったもの。子どもたち

が描いたものをハガキやシールにしてあげても良

い。タブレットのロイロノートなどを使って、みん

なで共有もできる。 

５） 参加者より 

  エネルギッシュで明るい活動だった。造形を 

 上手にできるようにではなく、より自分らしく 

 表現できるようにする。外国の子とも言葉を超え 

 て造形活動を通して関わり合えていることが素 

 晴らしい。 

 司会：神奈川大学非常勤講師 阿部 雅子 

 記録：向原幼稚園      古川 純子 

Ｑ 描く時にマルの顔に髪の毛や足を描き
たい子がいた場合はどうする？あえて
顔のみ描いてと言葉がけをしているの
か？ 

Ａ どんな形でも構わない。幼稚園や保育園
の子などは、足や犬を描きたい子もい
る。好きなように描いて良い。 

Ｑ １つとして同じものはないが、造形活動 
で大切にしていることは？ 

Ａ 養護学校の子達はマルが描けないが、マ
ルを貼ることはできると思い、色々な色

の花を貼ってもらった。できることをし
てもらうようにする。 



第６６造形教育研究大会 令和４年（２０２２年）７月２３日（土）     

大会テーマ 『自分をつくる 生きるをつくる 明日をつくる 造形』            

第７分科会 報告 

   第５学年「水から発見！ここきれい！」 

           色水を使って自分の「きれい！」を見つける鑑賞活動〜ICT 端末の活用 

                   提案者：横浜市立中和田南小学校 岩越 まどか 

                       横浜市立和泉小学校   村松  美佐 

                                              

１） 提案者より 
 ・横浜市泉区の図画工作研究会で情報交換を 

  行っている。 

 ・第５学年の教科書の題材より設定をした。 

  ねらい 配置や組み合わせ   

      ICTを活用して鑑賞 

２） 活動内容１ 
① 好きな色をつくる 

（プロッキーの詰め替えインクを使用） 

・自分で持ってきた容器に入れる。 

・スポイトで混色して、水滴で遊ぶ。 

・画用紙の上にゴミ袋を敷く。 

② 透明シートの上に自由に表現 

・自分だけの「ここきれい」を見つける。 

・ICTで写真を撮り、布巾で拭いて 

  再び遊ぶ。 

③ 見つけた「ここきれい」をタブレットに残す 

④ ロイロノートを使って、友達の作品を鑑賞 

＊振り返り・用具が安価  

     ・自然光と LED ライトの違い 

     ・広いキャンバスでのびのび表現 

     ・インクの色水遊び 

     ・ICT ロイロノートの活用 

３） 活動内容２ 
活動内容１を受けて、行った。 

・発色の良いプリンターの詰め替えインクを使用 

・ふた付きカップや色々な透明容器を使用すると 

 より立体的＝造形的になる 

・表に白画用紙、裏に銀色紙を合わせてラミネート 

＊振り返り 

・ロイロノートで写真を共有して鑑賞した 

・自然光や LED ライトで見えかたが違う 

・ベン図を使って友達の作品を鑑賞したことを 

 「どこがきれい」と思ったのか明確にした 

・意図をもって鑑賞カードに書くことができた 

・ICT を一人一台持っていることで「今」を 

 記録に残せる良さがある 

・ピンチアウトできるので、細部まで見ることが 

 できる 

 

４） 質疑・応答 

 

５） 実演・実技 
 水にインクを入れた瞬間のキレイさに驚く 

 マーブリング。LED ライトを当てる美しさ。 

 暗くするとまた美しい。 

 水性のインクは服についても大丈夫。  

 インクは透過性がある、 

 ２時間造形遊び+１時間鑑賞するとまたやりたい 

 の声あり。 

 

６） 参加者より 

・新時代の遊び。今の子供達の感性や可能性を 

 感じる。 

・色水あそび+ロイロノートの組み合わせ  

 画角、写真に撮る工夫はあるか？ 

 →「ここがキレイ、おすすめを撮ってくだ 

   さい」と声をかけると色々な方向で撮っ 

   て、その中から提出する子もいた。 

 →自然光、LED で教師が色々な角度から撮っ 

  た写真を提示した。 

・色水というと自然物だったかと目から鱗。 

・ワクワクドキドキ。子供はもっとそうだろう。 

 

 司会：横浜市立中沢小学校  藤井 さおり 

 記録：横浜市立桜岡小学校  相川 綾花 

Ｑ 水にプロッキーの色を落とす瞬間のキレイ

さ、水にインクが広がる面白さの気付きはあ

りましたか？ 

Ａ インクの広がりに気づく子もいました。 

Ｑ 個別級で行うアイデアはありますか？ 

Ａ フタ付きカップはこぼしにくいです。色の調

整は、５年生。低学年なら色水は事前に準備

しておき、混ぜるだけの方が良いです。 

フタがなくても、容器を重ねることでも良

い。また、ポリ袋も使えます。スポイト代わ

りに醤油さしを使用しても良いです。 
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もりあがった「３つのワークショップ」 

 今大会では、初の試みとして「ワークショップ」形式での活動紹介をしてみました。 

 五感教育研究所による「自然素材を使って、生かして、遊んで」 

 神奈川建築士会（コトナ建築部会）による「蔵くらふとをつくってみよう」 

 横浜市立中田小学校：松本有加先生による「子どもの個性輝く造形活動´気軽にトークしませんか´」 

  

五感教育研究所による活動は、自然素材を使った遊べる 

道具つくりと遊びの紹介。はがきのもとになったという 

タラヨウの葉に文字を書いてみる体験。クルミや竹を使った 

ブンブンゴマつくり。紐をぐるぐる回すと音が出るおもちゃ。 

などなど、自然素材を生かした遊び道具のつくり方や遊び方 

を実際に体験して楽しめるコーナーでした。 

 

                          コトナ建築部会による活動は、「蔵くらふと」

という昔ながらの蔵をペーパークラフトでつく

ってみることにより、蔵という建物への興味や

愛着につなげていくものでした。手を動かしな

がら、蔵について見て聞いて学ぶという、素敵な

体験でした。 

                          完成までには、ちょっと時間が厳しかったか

もしれませんが、みなさん集中して取り組んで

いました。 

 

松本先生の活動紹介は、ワークショップというよりはギャラリートークのように、子どもたちの花火を

表現した大きな作品を見ながら、子どもたちが自分たちで目的をもって取り組む造形活動の楽しさや可

能性を自由に語り合い、話し合 

うという取り組みでした。 

 花火の作品展示だけではなく、 

子どもたちの活動の様子や近く 

の駅構内に子どもたちの作品を 

展示した様子などを映像で見な 

がらの楽しいトークとなりました。 
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第６６回造形教育研究大会  令和４年（２０２２）年７月 ２３ 日（土） 

大会テーマ  『自分をつくる生きるをつくる明日をつくる造形』 
 
第８分科会 報告 

「これからの『住む』をデザインする」 
未来の地球やライフスタイルの変化を想定して住まいについて考える 

提案者 ： 鎌倉市立第二中学校 岡本 裕成 
                                                        
１）学校経営計画グランドデザインから 

・学校全体で目指す資質・能力。 

  ・美術科として培う資質・能力。 

  ・学習計画の見直し、実践の計画。   ↓ 

  

２）学習のねらいを共有 

・生徒にも評価規準や学習計画をあらかじめ伝えて、見通

しをもたせたり、考えさせたりする。 

 ・学習内容をとらえ、生徒一人一人が何を考え、学

ぼうとしているのかを把握し、助言を大事にする。 

 

●「これからの「住む」をデザインする」実践事例（中学２年）         

テーマ：家のデザインを通して、自分や人々の 

これからの生活を考える。 

導 入：毎授業の冒頭で、日本をはじめ、海外の建

築家の実践や、思想を紹介する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分のライフスタイル、生き方が反映された家のデザイ

ンを考える生徒。 

・人々や動物、自然にとって心地の良い空間を意識。メタ

バース（仮想空間）を含む。 

 

活 動：①アイデアの図案化 

    ②様々な素材・材料をつかってイメージする家の模型づくり 

    ③自分の構想を形にした作品をクラスメイトに紹介し、鑑賞 

    ④世界に存在する優れた建造物や、建築家を調べ、レポートを作成 

 

３）生徒の育ち 

・「贅沢な暮らし＝豊かな暮らし」ではないという答え。 

・環境問題や社会問題を意識した、家のデザイン。 

・素材と建築の関係、昔の文化に目を向けるなどの新

たな視点が生まれた。生き物、自然との共存意識。 

・「家を考える」を通して、家族とのあり方について

考える視野の広がり。 

４）題材のふりかえり   

・生徒のイメージ図には、閉鎖的で「個の空間」を尊

重したものも見られた。 

・「生活や社会が豊かで、そこでの暮らしに人々が美し

い、楽しいと感じられるのは、安全面や地域環境への

配慮があることによって成り立っている」ということ

に気づくことができるように、手立てを打つ必要があ

った。 

・「安全面や地域環境への配慮」についても意識した

「家」のデザインにつなげていきたい。         

・主体的なかかわりが活動に物語を生む。 

 

５）質疑・応答 

Q 建築を取り上げた理由。自分の生活面と家庭科
との連携は？ 

A 茅ヶ崎の山本みつお先生の会で「“どんな空間に
したいか。”だけでは、これからの世界（生活）
に関連していかない。」という話を聞き、何か生
活と関連させられないかと考えた。バウハウス
も参考にした。間取りを考えるという題材の時
には生活面と大きくかかわるので、連携してい
きたい。 

 

Q 「これからの生き方を考えさせたい」がテーマ
なら、なぜ平面のあと立体にする必要があるの
か？ 

A 立体にすることによって、いろんな物質にかか
わり、さらにイメージが広がると思った。漠然
としたものがよりクリヤになるのではと考え
た。ハードルが高い生徒には、絵の中で特に自
分の主題にかかわる部分だけでも立体にさせた
い。思考を表出させたい。意味があるかについ
ては、これからも考えていきたい。 

 

Q 中学生という多感な時期の自分を表現してい
る。自分たちの未来を複合的に想像してい
る。数学的、家庭科、総合的な思考がみられ
る。建築の専門的な知識を入れてしまうと、
表現が困難になってしまうことが考えられ
る。あれもこれもは難しいので、何かをポイ
ントにする。立体が足かせになるなら、一番
表現しやすい方法を選ばせてはどうか。生徒
にまかせるというのもあり、平面か立体
か・・・など。 

A １学期９時間 ２学期１２時間 
素材の扱いにも得意、不得意というのもあ
る。互いに力を貸し合ってつくる。共有を大
事にしたい。一方で、平面でも立体でもにす
ると、逆に難しいことも増えてくるのでやは
りしぼっていきたい。 

 
司会：川崎市立平小学校      大高 修 

記録：川崎市立旭町小学校   魚住 久美子 

単に住むための場所ではなく、 
他者とのコミュニケーションを 
活性化する場 

リラックスする場 

生き生きと活動をする 
心持ちをつくる場 家についての 

とらえ方・概念の共有 

家 

建築家・ 
思想の紹介 

による視野の広がり  
 

・社会問題、環境問題を意識する視点 

・家の素材、文化を意識する視点 

生徒が思い描く ～家～ 
知的好奇心を満たす場所 

△豪華  △立派   △広い 
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第６６回造形教育研究大会特集ここまで 

 コロナ禍の中で開催した「第６６回造形教育研究大会」。３年ぶりの開催ということもあり、困難や苦

労も多く、反省点、改善点もたくさんありました。UMU の第１６号から大会の様子を特集してきました

が、この２０号で総括して、今後は、次期大会に向けての活動に移行していきたいと思います。 

 「第６６回造形教育研究大会」の総括 

〇コロナ禍の下、しかも３年ぶりの開催に、たくさんの励ましや支援があり、それを糧に苦労しながらも

開催までこぎつけることができた 

〇感染状況がいまだ落ち着かず、プログラムの変更や休止等もあったが、「集う」ことの大切さや喜びを

実感することができた 

〇メールによる会員登録制を採用したことにより、会うことが難しい中でもつながりを深め、大会終了後

もそのつながりを継続できている 

〇分科会の数は半分となったが、提案内容や研究協議を充実させ、多様な活動を実施することにより、も

りあげの大会の楽しさや参加しての充実感を確保することができた 

〇保育園、幼稚園の先生方が小学校や中学校の実践に興味を示して分科会に多数参加していた 

〇「子ども主体の活動」「子どもが自分で考えて活動を創り上げる」ことの大切さがどの提案からも感じ

取れた 

〇参加者の感想の中で、「自分自身が楽しめた」「今後の保育や教育に生かしたい」との声が多数あった 

〇小学校や中学校からの参加者が少ないのが課題 

〇「また参加したい」と、今後リピーターとなる人が増えてきそう 

〇大会の運営について、「よかった」「おおむねよかった」が大半であったが、一つの会場で二つの分科会

が研究協議を行っていたため、提案者や発言者の声が聞き取りにくいという指摘があった 

〇会場設営や受付、案内、分科会準備等、様々なところでお手伝いをしてくださる方が多数いてくれたの

で大変助かった 

 このほかにも、細かい指摘や課題、反省点はいろいろあるので、次期開催に向けて、運営役員で検討し

ていきたい 

参加者の声から 

〇 とても勉強になりました。何より自分自身が楽しむことができました。子どもたちにも、ワクワクド

キドキするような経験を提供できるよう保育の内容を考えていきたいと思います。また、次年度以降も

参加できたらと思います。 

〇 分科会でのことですが、発表を集中して聞いていると、となりの分科会の声が聞こえてしまいます。

男女の声の違いからか、こちらの先生の声が聞こえなくなってしまうことが何度かあり、マイクを使わ

ないでやっていたようですが、個々の分科会でできないものでしょうか。 
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すみよしのはら保育園 飯田香織 
たつのこのはら保育園 落合理子 

~子どもの心の心に響き合える造形活動を探って~  

身近な存在だからこそ改めて注目する機会の少ない「雲」に焦点をあてた活動を、２つの保育園で実

践していただきました。 

       すみよしのはら保育園          たつのこはら保育園      

 
 

 

 

 

 

    

 

Q：雨の日に行ったとのことだったが、晴れた日には行わなかったのか？ 
 

A：他の日に少人数制で本物の雲を見ながらの活動も行った。しかし雨の日の活動の方が 
臨場感や子どもたちの作り出す雰囲気に保育者も心が動いたように感じた。 

 
Q：その後の共有するテーマ作りで興味・関心が子どもたちの中からあるのか？ 

 
A：空の活動を行っていた４歳児が５歳児となり、夕涼み会でおばけやしきを作った。小さい 
子やお父さんお母さんを楽しませたいという思いから、大きな発展が見られた。教材はこち 
らが準備したが様々な作品ができ、迷路やおどし役、案内役など自分たちで考え出していた。 

 
Q：雲に関して保育したことがなかった。活動にあきてしまう子への言葉がけや対応は？ 

 
A：「雲は見上げれば見られる」「塗れば大丈夫」などと声をかけることで無理なく進められた。 
飽きてしまう子は少なかったが、少人数でゆったりした雰囲気の中、視点や素材を変えて 
色の変化を楽しんでいた。 

 
Q：なぜ雲にポイントをおいたのか。寝っ転がって空を見た時など木や葉っぱ、飛行機など周 

りの物の方が入りやすいのでは？ 
 

A：コロナ禍の空を見たとき、タイミングによっては飛行機は見えない。木の葉も必ずあるも 
のではない。雲は必ずあった。より自由なもの、人の力が及ばないものを見たとき子ども 
たちがどのように感じるか…。雲であれば抽象的でもあり、自由である。躊躇なくできる 
テーマであり造形力が無くてもできるものであり、無理なく行うことができた。 

 
 
 

・子どもたちんは実体験が大切。５感を通して、興味・関心・意欲を持つ、日常の子ど 

もの生活が大切なのかなと思う。気付く、発見する、この積み重ねが表現したいと思 

わせる。生活を見直すことが大切なのだと改めて思った。 

 

・職員が素材を用意するのではなく、子どもから何の素材を使いたいのか待っても良かったの 

ではないか。目の前にやりやすい物をおいておくのではなく、子どもからでるものを待った 

方がよかったように思う。最終的には作品を出さない子がいてもいいかもしれない。 

 

第５分科会 

まずは、園庭やピールで、空や雲をじっくり観 

察し、連絡帳で集めたくも画像を保育室に張り巡 

らせました。その上で雲を描き始めるとスピード 

感と勢いをもって頭の中のイメージをキャンパスに

ぶつけていました。 

 

絵の具を使用し、子ども達が選んだお気に入

りの空や雲を描きました。 図鑑で色々な雲や空

を見たり、雲クイズを楽しみながら、雲の様子

に興味を深め、雲を描く過程も楽しみ、工夫を

凝らして造形活動を楽しむことができました。 

 

雲の絵を描いてみよう！ 

 


